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1. 調査目的 

本調査は、河川生物を調べることにより、生物化学的酸素要求量 (BOD)などの理化学的な調

査だけでは把握しにくい、長期的な水辺環境の変化を総合的に把握することを目的とする。  

 

2. 調査内容 

2.1 調査地点 

調査は、表 2-1 及び図 2-1 に示す 5 地点で行った。 

 

表 2-1 調査地点一覧 

地点番号 河川名 調査地点 場所 

St.1 伊佐沼代用水路 取水地点付近 菅間地内 

St.2 古川排水路 麦生橋付近 古谷上地内 

St.3 
九十川 

妙瀬橋付近 古谷上地内 

St.4 樋門付近 南田島地内 

St.5 新河岸川 養老橋付近 古市場地内 

 

2.2 調査項目 

調査対象項目は底生生物、付着藻類及び魚類とし、St.2(古川排水路麦生橋付近)、St.4(九十

川樋門付近)及び St.5(新河岸川養老橋付近)では全ての項目を調査した。St.1(伊佐沼代用水路

取水地点付近)及び St.3(九十川妙瀬橋付近)では、底生生物の定性調査及び魚類の 2 項目を調

査した。それぞれの地点における調査項目を表 2-2 に示す。 

 

表 2-2 調査項目一覧 

 

  

調査地点 

 項目 

伊佐沼代用水路 古川排水路 九十川 新河岸川 

取水地点付近 麦生橋付近 妙瀬橋付近 樋門付近 養老橋付近 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 

底生生物 
定量調査 

 

○ 

 

○ ○ 

定性調査 ○ ○ ○ ○ ○ 

付着藻類  ○ 

 

○ ○ 

魚  類 ○ ○ ○ ○ ○ 
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図 2-1 調査地点位置図 
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2.3 調査期日 

調査は、表 2-3 に示す日程で実施した。 

 

表 2-3 調査期日 

調 査 期 日 調 査 地 点 

令和4年10月26日(水) St.1、St.2、St.3 

令和4年10月27日(木) St.4、St.5 

 

2.4 調査方法 

① 底生生物調査 

定量採集調査はサーバーネット、定性採集調査はタモ網等を用いて実施した。 

 

a．定量採集調査 

定量採集調査は、サーバーネット（金属方形枠(25cm×25cm)に孔径 0.493mm のサラ

ン網を付けた器具）を用いて、河床に生息する生物を河床の砂礫ごと攪拌しながら採集

し、バットにあけ砂礫等を取り除いた後、保存用のポリ瓶に移した。採集した検体試料

は、ホルマリンで固定保存し試験室に持ち帰り分析に供した。なお、採集は 25cm×25cm

方形枠を 4 回(0.25ｍ2)とした。 

持ち帰った試料は、ふるいを用いて砂泥の微粒子を洗い流した後、実体顕微鏡(6.3～40

倍)及び生物顕微鏡(100～400 倍)により、各生物種の同定、種別個体数の計数を行った。 

 

b．定性採集調査 

定量試料採集地点の上下流 50ｍ程度の範囲について、瀬・淵を問わずにタモ網等を使

用して、中・大型種や注目に値する種の採捕を目的として任意に採集した。同時に採捕さ

れた魚類は魚類調査結果に統合した。 
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②  付着藻類調査 

付着藻類は、瀬又は瀬に類似する場所の河床から、握り拳～人頭大の礫を採集し、採集

部分にゴム製のコドラート(5cm×5cm)(図 2-2 参照)をあて、周囲に付着している余分な藻

類をブラシでこすり落とした後、採集部分をブラシでバットの中にこすり落とし、保存用

のポリ瓶に移した。この操作を 3 回繰り返したもの｛(5cm×5cm)×3 回＝75cm2｝を試料

とした。採集した試料は、ホルマリンで固定保存し、試験室に持ち帰り分析を行った。持

ち帰った試料は、一定量を大型のスライドグラス上に採取し、種の同定と細胞数の計数を

行った。種の同定には、生物顕微鏡を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 付着藻類採集の模式図 

 

③  魚類調査 

魚類調査は目視のほか、投網、タモ網、網カゴなどを用いて魚類を採捕し、現地で種の

同定及び採捕数、体長の記録をした後に放流した。 

 

2.5 底生生物及び付着藻類による水質判定 

各地点で採集された生物種の集計結果を元に、生物学的水質判定を行った（判定方法の詳細

は、資料編参照）。本調査では、従来から使用されている優占種法、Beck-Tsuda 法、Kollwitz

法及び汚濁指数法による水質判定結果から総合判定をおこなうと共に、「川の生きものを調べ

よう」並びに平均スコア法による水質判定も行った。底生生物及び付着藻類の定量採集調査を

実施した地点については全ての水質判定をおこない、底生生物の定性採集調査のみを実施した

地点については平均スコア法による水質判定を行った。 

生物学的水質判定に用いられる水質階級を表 2-4 に示す。なお、本文中は水質階級を記号で

表す。 

 

表 2-4 生物学的水質階級 

水質階級 汚濁の度合い 

貧腐水性（Os） 清冽 

β中腐水性（βm） やや汚い 

α中腐水性（αm） かなり汚い 

強腐水性（Ps） 極めて汚い 

5cm 

5cm 採集部分  

採集した礫  
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2.6 注目種の選定基準 

現地調査により確認された底生生物、付着藻類及び魚類から、絶滅が危惧される種及び特定

外来生物を注目種として抽出した。抽出は表 2-5～表 2-7 に示す選定基準により行った。 

 

表 2-5 底生生物の注目種選定基準 

略称 選定基準 

環境省 RL 
「環境省レッドリスト 2020」(環境省、令和 2 年)における掲載種 

（昆虫類、貝類、その他無脊椎動物） 

埼玉県 RL 
「埼玉県レッドデータブック 2018 動物編」(埼玉県、平成 30 年)におけ

る掲載種(地帯区分：荒川以西) 

特定外来 
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成 16

年 6 月、法律第 78 号）による特定外来生物 

 

表 2-6 付着藻類の注目種選定基準 

略称 選定基準 

環境省 RL 
「環境省レッドリスト 2020」(環境省、令和 2 年)における掲載種 

（藻類） 

埼玉県 RL 
「埼玉県レッドデータブック 2011 植物編」(埼玉県、平成 24 年)における

掲載種 

特定外来 
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成 16

年 6 月、法律第 78 号）による特定外来生物 

 

表 2-7 魚類の注目種選定基準 

略称 選定基準 

環境省 RL 
「環境省レッドリスト 2020」(環境省、令和 2 年)における掲載種 

（汽水・淡水魚類） 

埼玉県 RL 
「埼玉県レッドデータブック 2018 動物編」(埼玉県、平成 30 年)における

掲載種 

特定外来 
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」（平成 16

年 6 月、法律第 78 号）による特定外来生物 
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3. 調査結果・考察 

3.1 調査地点の概要 

各調査地点及びその周辺の概要を以下に示す。 

 

St.1 伊佐沼代用水路(取水地点付近) 

水面幅 2～5ｍ、水深約 0.2～0.3ｍで、取水口からの流入がなかったことから、水量は少

なく、流れは緩やかであった。直線的な掘り込み河道で、取水口付近では三面張りのコン

クリート構造となっている。その他の区間は両護岸が木板張りとなっており、河床が砂泥

質の土羽水路となっているが、河床の一部には礫が点在している。取水口の上流側は低水

路にヨシが密生していて、水際にはヨシやアメリカセンダングサなどが生育していたと推

察されるが、調査時はこれらの植生の多くは刈り取られていた。周辺の状況は、左岸側に

は畑地や住宅地、右岸側には水田が広がっている。 

 
上流側 

 
下流側 

取水地点付近 

 

St.2 古川排水路(麦生橋付近) 

水面幅 3～5ｍ、水深 0.2～0.5ｍ程で、ほぼ直線的な掘り込み河道である。水量が少なく

流速が緩やかで、麦生橋の 5ｍ上流の右岸側に小河川の流入がある以外は単調な流況であ

る。河床は礫や砂泥質からなり、橋の上流側 100ｍ程は両岸とも蛇篭で護岸され、一部に

ヨシ等が生育している。さらに上流側は石積み護岸が整備されている。水際に土砂の堆積

はない。麦生橋の下流側は水際植生が生育しておらず、法面にカナムグラが繁茂している。

周辺の状況は、工場や駐車場、霊園などの市街地となっており、小規模な畑地が点在して

いる。 

 
上流側 

 
下流側 

麦生橋付近 
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St.3 九十川(妙瀬橋付近) 

水面幅 3～5ｍ、水深 0.2～0.4ｍ程で、水量が少なく流速は緩やかで平瀬が多い。一部に

小規模な淵がみられる。一部の区間はコンクリート護岸からなり、それ以外は土羽護岸と

なっている。どちらも、護岸に堆積した泥質の上にヨシなどイネ科植物の群落が形成され

ている。河床は泥質の土羽水路であるが、一部に礫もみられる。九十川は、鴨田排水と伊

佐沼からの放出水が流れる河川であり、妙瀬橋は伊佐沼からの流出水が合流する地点から

300ｍ程度下流側に位置する。周辺には、住宅地や水田が広がっている。 

 
上流側 

 
下流側 

妙瀬橋付近 

 

St.4 九十川(樋門付近) 

水面幅 6～10ｍ、水深は下流部（樋門付近）では 0.3～0.5ｍ程で、上流部では 0.5ｍ程

の淵となっている。水量はやや少なく、流れは非常に緩やかで、平瀬や早瀬はみられない

単調な流況である。樋門の下流側で新河岸川と合流しており、樋門付近は流路幅が広がる

ため一層緩やかな流れとなる。護岸は、樋門付近ではコンクリート三面張り構造であるが、

上流側は蛇篭となっている。河床は砂泥が厚く堆積しており、上流側の河床には蛇篭が点

在して設置されている。周辺には、住宅地や水田が広がっている。 

 
上流側 

 
下流側 

樋門付近 
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St.5 新河岸川(養老橋付近) 

水面幅は 6～15ｍ、水深が 0.3～1.0ｍ程度で、流心部の深瀬の流れは速く、上下流側の

一部で小規模な瀬がみられる他は単調である。水際は土質で草本類が生育していて、流れ

が緩やかな箇所もある。養老橋付近の護岸は蛇篭が設置されており、一部はコンクリート

護岸となっている。河床は、主に泥質で上下流の一部は砂礫質となっており、橋下は蛇篭

となっている。周囲は、右岸側が住宅地、左岸側が国道 254 号線を挟んで水田が広がって

いる。 

 
上流側 

 
下流側 

養老橋付近  
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3.2 出現種一覧 

3.2.1 底生生物 

各調査地点での底生生物調査結果の概要を表 3-1 に、出現種一覧を表 3-2 に、代表的な確

認種の分布状況を図 3-1 に示す。今回の調査では 7 綱 17 目 26 科 46 種の底生生物が確認さ

れた。確認種は昆虫類が多く約 50％を占めた。また、確認種は国内の河川の中流域から下流

域にかけて広く生息する種であり、汚濁に耐性を持つ種類が多かった。 

なお、今回の調査では注目種は確認されなかった。 

 

表 3-1 底生生物調査結果の概要 

   地点名 
 

 
項 目 

St.1 

伊佐沼代用水路 
取水地点  

付近 

St.2 

古川排水路 
麦生橋 
付近 

St.3 

九十川 
妙瀬橋 
付近 

St.4 

九十川  
樋門  
付近 

St.5 

新河岸川 
養老橋  
付近 

定性 定量 定性  定性 定量 定性 定量 定性 

種数  8 

21 8 

9 

3 16 18 13 

26 18 26 

個体数／0.25㎡ ― 372 ― ― 91 ― 936 ― 

注目種  ― ― ― ― ― 
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表 3-2 底生生物調査結果一覧 

調査期日：令和4年10月26日、10月27日

定性 定量 定性 定性 定量 定性 定量 定性

1 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala - - - 4 32 ○

2 腹足綱 新生腹足目 タニシ科 ヒメタニシ Sinotaia histrica B 3 αm ○ ○ ○ 1 ○

3 汎有肺目 モノアラガイ科 ヒメモノアラガイ Orientogalba ollula B 3 αm ○

4 サカマキガイ科 サカマキガイ Physella acuta B 4 Ps ○ ○ ○

5 二枚貝綱 イシガイ目 イシガイ科 イシガイ科の一種 Unionidae gen. sp. - - - ○

6 マルスダレガイ目 シジミ科 シジミ属の一種 Corbicula  sp. B 2 βm ○ ○ 4 ○

7 ミミズ綱 イトミミズ目 ミズミミズ科 エラミミズ Branchiura sowerbyi B 4 Ps 2

8 ユリミミズ属の一種 Limnodrilus  sp. B 4 Ps 18 86 48 ○

9 ミズミミズ属の一種 Nais sp. B 3 αm ○ 46 ○ 512

10 トガリミズミミズ属の一種 Pristina sp. B 3 αm 2

11 ヨゴレミズミミズ属の一種 Slavina sp. B - - 4 36

12 テングミズミミズ属の一種 Stylaria  sp. B 2 βm 2 16

13 ミズミミズ亜科の一種 Naidinae gen. sp. B - - 104

14 ヒル綱 ヒルミミズ目 ヒルミミズ科 ヒルミミズ科の一種 Branchiobdellidae gen. sp. - - - ○

15 吻蛭目 ヒラタビル科 ハバヒロビル Alboglossiphonia lata B 3 αm 4

16 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata B 3 αm ○

17 軟甲綱 ヨコエビ目 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx froridanus - - - 4 ○

18 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi B 3 αm ○

19 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属の一種 Neocaridina sp. - - - ○ ○ ○ ○ ○

20 テナガエビ科 テナガエビ Macrobrachium nipponense B 2 βm ○ ○ ○

21 スジエビ Palaemon paucidens B 2 βm ○ ○ ○ ○ ○

22 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii B 4 Ps ○ ○ ○ ○

23 昆虫綱 カゲロウ目 コカゲロウ科 サホコカゲロウ Baetis sahoensis B 3 αm 6

24 Fコカゲロウ Baetis  sp. F A 1 Os 2

25 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora A 1 Os 14

26 トンボ目 イトトンボ科 アジアイトトンボ Ischnura asiatica B 3 αm ○

27 クロイトトンボ属の一種 Paracercion sp. B 3 αm ○ ○

28 カワトンボ科 カワトンボ科の一種 Calopterygidae gen. sp. B 3 αm ○

29 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope julius B 3 αm ○ ○

30 サナエトンボ科 コオニヤンマ Sieboldius albardae B 2 βm ○

31 エゾトンボ科 オオヤマトンボ Epophthalmia elegans B 2 βm ○

32 コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena B 3 αm ○

33 トンボ科 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum B 3 αm ○ ○ ○

34 カメムシ目 アメンボ科 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis B 3 αm ○

35 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata B 2 βm 16 20

36 ヒメトビケラ科 ヒメトビケラ属の一種 Hydroptila sp. B 2 βm 2 16

37 ハエ目 ユスリカ科 ツヤユスリカ属の一種 Cricotopus sp. B 3 αm 154 8

38 カマガタユスリカ属の一種 Cryptochironomus  sp. B 3 αm 2 8

39 セボリユスリカ属の一種 Glyptotendipes  sp. - - - 4

40 ツヤムネユスリカ属の一種 Microtendipes sp. B 3 αm 4

41 ハモンユスリカ属の一種 Polypedilum sp. B 3 αm 4 ○ ○ 48

42 ヒゲユスリカ属の一種 Tanytarsus sp. A 1 Os 32 ○ 4 28 ○

43 モンユスリカ亜科の一種 Tanypodinae gen. spp. - - - 8

44 エリユスリカ亜科の一種 Orthocladiinae gen. spp. - - - 36 16

45 ユスリカ亜科の一種 Chironomiｎae gen. sp. - - - 4

46 ユスリカ科の一種(蛹) Chironomidae gen. spp.(pupa) - - - 14 24

- 372 - - 91 - 936 -

8 21 8 9 3 16 18 13

- 0.68 - - 3.10 - 0.62 -

注）1.分類・配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和4年度版）」に従った。

　　2.水質階級は、「森下郁子（1985），指標生物学　生物モニタリング考え方」に従った。
　　3.定量採集面積は、0.25m×0.25m×4回（0.25m）とした。

　　4.定性（定性採集）は、さで網・たも網で地点周辺を調査した結果を示し、定量（定量採集）は、サーバーネットにより一定面積内を調査した結果を示す。
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7綱 17目 26科 46種
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St.1
伊佐沼

代用水路
取水地点
付近

St.2
古川排水路

麦生橋
付近

St.3
九十川

妙瀬橋
付近

St.4
九十川

樋門
付近和名

St.5
新河岸川

養老橋
付近学名

№ 綱名 目名 科名
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図 3-1 代表種等の分布図（底生生物） 
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3.2.2 付着藻類 

各調査地点での付着藻類調査結果の概要を表 3-3 に、出現種一覧を表 3-4 に、代表的な確

認種の分布状況を図 3-2 に示す。 

今回の調査では 4 綱 11 目 19 科 78 種の付着藻類が確認された。確認種は珪藻類が多く出

現し、河川における一般的な傾向を示した。また、確認種は汚濁に耐性を持つ種が多かった。  

今回の調査における注目種として、オオイシソウが St.2 及び St.5 で確認された。 

 

表 3-3 付着藻類調査結果の概要 

   地点名 

 

項 目 

St.2 
古川排水路 

麦生橋 
付近 

St.4 
九十川 
樋門 
付近 

St.5 
新河岸川 
養老橋 
付近 

種数 49 27 48 

細胞数／75c㎡  16,679,800 14,368,000 7,560,000 

注目種 ｵｵｲｼｿｳ  ―  ｵｵｲｼｿｳ  

 

 

  




